






研究目的 

Reye 症候群の臨床的診断はインフルエンザ流行時は別として,生検がない場合,必ずしも

単純でなく,かなりの“類似症”を含む可能性がある。とくに Reye 症候群の病態生理や,

成因を議論するにあたっては,日本と外国で,同じものを診ているのだろうかということが

問題となる。そこで1983～4年にかけての最新情報をもとに,各国での“臨床的 Reye 症候

群"の病像等の比較を行った。 


